
【５時限目】１２：５５～１３：４５

1 １２：５５～１３：０５（１０分）

《福祉疑似体験の紹介》シニアグッズ

→坂本がシニアグッズを装着して壇上に登場。一つひとつ部品を外しながら役割を説明し、代表生徒に装着していく。

2 １３：０５～１３：４５（４０分）

《タイムスリップ！十人十色》パネルトーク＆インタビュー形式

ゲスト

1． 田村清氏（６９歳）～高齢者・地域活動者の立場から～

（シニア生きがいづくりコーディネーター）

2． 古川操（５６歳）～主婦・施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ヘルパーの立場から～

（登録ヘルパー、施設音楽セラピーﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、元神川中ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ相談員）

3． 安藤謙一（３８歳）～障害者・施設利用者・福祉教育推進者・芸術家の立場から～

（児玉フレンズ作業所利用者・神川町のゴッホ・県福祉教育推進員）

※コーディネーター：県社協  坂本

（1） 各ゲストの自己紹介（＠５分×３名＝１５分：各自、地域活動写真などPR材料用意）

（2） 各ゲストの生き抜いてきた時代へタイムスリップ（年表使用）（１５分）

    ～３人が中学１年生だった頃の社会状況クイズ～

（３）コーディネーターよりゲストへインタビュー（１０分）

～休憩（１０分）～

【６時限目】１３：５５～１４：４５

1 １３：５５～１４：１５（２０分）

《ワークショップ：福祉のイメージマップづくり》

（1） 個人ワーク（５分）

（2） グループワーク（１０分）

（3） 振り返り（５分）

2 １４：５５～１５：２５（３０分）

《ワークショップ：福祉を必要としている人に何ができる？》

（1） グループワーク（１５分）

 →生活班ごとに大きなワークシート１枚を用意し、班員の意見をまとめていく

（2） 代表の班に発表（１０分）

（3） ゲストによるコメント（５分）

～終了時、全生徒が感想用紙に記入・提出～

（県社会福祉協議会作成）

あなたがこの授業で感じたことを自由に記入してください。

～ご協力ありがとうございました～

男子 ・ 女子 （どちらかに○印をつける）

■ 準備するもの・ことの分担

 中学校 

1 オブザーバ用椅子（学年フロアの後方に設営）

2 ゲスト用椅子

3 マイク（ワイヤレス＋コード付き）

4 生活班分け

5 県社協から送付される資料原稿の印刷

（1） 年表（全生徒分印刷：Ａ４サイズ）

（2） ワークシート１（表：ふくしのイメージマップづくり＋裏：マップ図）

表裏両面印刷１枚で全生徒分印刷：Ａ４サイズ

（3） ワークシート２（表：福祉を必要としている人に何ができる？＋裏：神川町内で福祉を必要としている人達）

1） 表裏両面印刷１枚で全生徒分印刷：Ａ４サイズ

2） 表：…何ができる？のみ片面印刷で生活班分印刷：Ｂ４以上のなるべく大きなサイズで

（4） 感想用紙（全生徒分印刷：Ａ４サイズ）

6 後日、コピーを県社協に送付いただきたいもの

（1） ワークシート１（全生徒分）

（2） ワークシート２（生活班でまとめた大シートのみ）

（3） 記入済み感想用紙（全生徒分）

県社協 

1 教材資料の原稿（年表、ワークシート２種類、感想用紙）作成・準備

2 内部用学習活動案等の作成

3 撮影用アナログカメラ準備

町社協 

① シニア体験用具１体

3 ＯＨＣ（他団体からの借用と体育館の事前設営含む）

4 学校・県社協・ゲストとの連絡調整

各ゲスト

① 自己PR写真など（地域活動時の写真等）

神川町立神川中学校 １学年「総合的な学習の時間（Ｓ・Ｓタイム）」


学習活動案（１２／１０：体育館での福祉学習）





１２月１０日「Ｓ・Ｓタイム」


感 想 用 紙（神川町立神川中１学年）














